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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】
　

１ 【主要な経営指標等の推移】
　

回次
第63期

第２四半期連結
累計期間

第64期
第２四半期連結

累計期間
第63期

会計期間
自2018年４月１日
至2018年９月30日

自2019年４月１日
至2019年９月30日

自2018年４月１日
至2019年３月31日

売上高 (千円) 13,697,773 13,802,319 27,483,963

経常利益 (千円) 2,329,427 1,703,487 4,311,240

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 1,594,097 1,152,394 3,093,943

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 1,541,175 1,074,318 2,958,358

純資産額 (千円) 26,044,899 28,150,624 27,265,214

総資産額 (千円) 40,097,393 49,175,505 45,768,886

１株当たり四半期(当期)
純利益

(円) 65.94 47.58 127.90

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) － － －

自己資本比率 (％) 64.8 57.1 59.5

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 737,166 2,140,703 2,641,805

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △1,975,068 △3,990,686 △6,389,048

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 3,605,568 3,721,754 5,908,880

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 7,745,630 9,377,036 7,515,588
 

 

回次
第63期

第２四半期連結
会計期間

第64期
第２四半期連結

会計期間

会計期間
自2018年７月１日
至2018年９月30日

自2019年７月１日
至2019年９月30日

１株当たり四半期純利益 (円) 31.80 22.15
 

(注) １．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。
　

２ 【事業の内容】

　　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要な

　変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。なお、第１四半期連結会計期間より、新たに

　DKK America Materials,Inc.を設立し、子会社としておりますが、重要性が乏しいため、連結及び持分法の対象から

　除いております。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価

証券報告書に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 
２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

　当第２四半期連結累計期間（2019年４月１日～2019年９月30日）における世界経済は、米中貿易摩擦の激化が

景気減速の懸念材料となり、製造業を中心に企業マインドの低下により設備投資は弱含みや一部で先送りの動き

が見られるなど、先行きに対する不透明感が強くなっております。

　当社グループの主要顧客であります自動車業界におきましては、ライトビークル市場（乗用車・小型商用車）

において、中国の新車販売台数減少の影響を大きく受けて世界自動車販売台数は前年割れの状況にあり、長期化

する米中貿易摩擦と経済の減速が、引き続き自動車市場にとってのリスクとして残っております。

 　これらの結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、販売数量は前年同期比で3.3％減少したものの、販売製

　 品構成による収益差や平均単価が上昇したこと等により13,802百万円（前年同期比0.8％増、期首予算29,000百万

　 円に対して進捗率47.6％）、営業利益は、販売数量減による影響や販売費及び一般管理費の増加等により1,805百

  万円（前年同期比19.5％減、期首予算4,000百万円に対して進捗率45.1％）、経常利益はさらに為替の影響等が加

　 わり1,703百万円（前年同期比26.9％減、期首予算4,000百万円に対して進捗率42.6％）、親会社株主に帰属する

  四半期純利益は 1,152 百万円（前年同期比27.7％減、期首予算2,800百万円に対して進捗率41.2％）となりま

　 した。

 
　　用途別の販売状況は、次のとおりであります。

   （触媒）

       当社グループの主力製品である自動車排ガス浄化触媒用途向け製品は、近年は環境規制強化の影響を受け高機

　　　能を有した当社グループ製品への需要が増加し、自動車販売動向を上回る販売で推移してまいりましたが、世界

　　　最大の自動車市場となった中国の販売不振の影響等により世界自動車販売が減少していることに加え、顧客での

　　　在庫調整もあり、売上高は前年同期を下回る結果となりました。

　　　　これらの結果、触媒用途向け製品の当第２四半期連結累計期間の売上高は、8,165百万円（前年同期比6.7％

     減、期首予算17,437百万円に対して進捗率46.8％）となりました。

 
   （ファインセラミックス）

　　　　高機能材料向け製品は、キッチンセラミックスなどの民生用セラミックス用途の製品において販売が減少しま

　　 したが、欧州を中心に展開している歯科材料用途の製品が復調傾向にあります。また、国内向けの産業構造材用

　　　途等が堅調に推移し、売上高は増加いたしました。また、当社グループの次世代の主力製品と期待しております

　　　燃料電池用途向け製品は、計画は下回ったものの、堅調な販売が継続しています。

　　　　これらの結果、ファインセラミックス用途向け製品の当第２四半期連結累計期間の売上高は、1,695百万円（前

　　　年同期比35.4％増、期首予算3,409百万円に対して進捗率49.7％）となりました。

 
　　（電子材料・酸素センサー）

　　　　電子材料用途向け製品は、中国経済減速の影響から、半導体需要の減少や、スマートフォン販売の低迷等によ

　　　る業界全体の生産調整を受けて、圧電素子やセラミックコンデンサ向けは売上高が減少いたしました。一方で、

　　　二次電池材料向け製品は、主要顧客において車載、定置用向け需要が増加していることから、売上高は増加い

　　　たしました。また、酸素センサー用途向け製品は、主要顧客向けが底堅く推移いたしました。

　　　　これらの結果、電子材料・酸素センサー用途向け製品の当第２四半期連結累計期間の売上高は、1,568百万円

　　　（前年同期比29.3％増、期首予算2,936百万円に対して進捗率53.4％）となりました。
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　　（耐火物・ブレーキ材）

　　　　耐火物用途向け製品は、販売数量が減少したものの販売単価が上昇したことにより売上高は増加いたしまし

　　　た。ブレーキ材用途向け製品は、販売数量は堅調であるものの販売単価が低下した等の影響を受け、売上高は減

　　　少いたしました。

　　　　これらの結果、耐火物・ブレーキ材用途向け製品の当第２四半期連結累計期間の売上高は、1,444百万円（前

　　　年同期比0.2％減、期首予算3,153百万円に対して進捗率45.8％）となりました。

 
　　（その他）

　　　　アルミニウム配管のろう付に使用されるセシウムフラックスは、自動車向け製品が自動車販売市場悪化の影響

　　　で伸び悩み、売上高は前年同期比で減少いたしました。液物製品等の販売は堅調に推移しましたが、一部顧客の

　　　在庫調整の影響等を受けて、その他用途向け製品の売上高は、前年同期比で減少いたしました。

　　　　これらの結果、その他用途向け製品の当第２四半期連結累計期間の売上高は、928百万円（前年同期比9.8％

　　　減、期首予算2,063百万円に対して進捗率45.0％）となりました。

 
(2) 財政状態の分析

　当第２四半期連結会計期間末における総資産は49,175百万円で、前連結会計年度末に比べ3,406百万円増加しまし

た。これは主に、建物及び構築物の増加（2,033百万円）、現金及び預金の増加（1,361百万円）、製品の増加（398

百万円）、仕掛品の減少（476百万円）によるものであります。

　当第２四半期連結会計期間末における負債は21,024百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,521百万円増加しま

した。これは主に、長期借入金（１年内返済予定の長期借入金含む）の増加（3,939百万円）、流動負債その他の減

少（836百万円）、支払手形及び買掛金の減少（522百万円）、未払法人税等の減少（90百万円）によるものであり

ます。

　当第２四半期連結会計期間末における純資産は28,150百万円で、前連結会計年度末に比べ885百万円増加しまし

た。これは主に、利益剰余金の増加（934百万円）によるものであります。

　この結果、自己資本比率は前連結会計年度末59.5％から57.1％となりました。

　

(3) キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間におけるキャッシュ・フローは、営業活動によるキャッシュ・フローが2,140百万円の

収入、投資活動によるキャッシュ・フローが3,990百万円の支出、財務活動によるキャッシュ・フローが3,721百万

円の収入となり、これらの結果、当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物（以下「資金」という）残高

は、前連結会計年度末に比べ1,861百万円増加し、9,377百万円となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 当第２四半期連結累計期間における営業活動の結果、得られた資金は2,140百万円（前年同四半期は737百万円

の収入）となりました。

　主な収入は、税金等調整前四半期純利益1,698百万円、減価償却費1,070百万円、たな卸資産の減少458百万円に

よるものであります。

　一方、主な支出は、仕入債務の減少696百万円、法人税等の支払額649百万円によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 当第２四半期連結累計期間における投資活動の結果、使用した資金は3,990百万円（前年同四半期は1,975百万

円の使用）となりました。これは主に、有形固定資産の取得による支出3,712百万円、無形固定資産の取得による

支出121百万円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における財務活動の結果、得られた資金は3,721百万円（前年同四半期は3,605百万

円の収入）となりました。これは主に、長期借入れによる収入5,000百万円、長期借入金の返済による支出1,060

百万円によるものであります。
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(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発費の総額は468百万円であります。なお、当第２四半

期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

　

(6) 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの経営成績に重要な影響を与える要因はありません。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 97,600,000

計 97,600,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末

現在発行数(株)
(2019年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2019年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 24,400,000 24,400,000
東京証券取引所
(市場第一部)

単元株式数
100株

計 24,400,000 24,400,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 
(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2019年７月１日～
2019年９月30日

― 24,400,000 ― 787,100 ― 1,194,589
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(5) 【大株主の状況】

  2019年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

(株)

発行済株式(自己
株式を除く。)の
総数に対する所
有株式数の割合

(％)

國部　克彦 大阪府吹田市 1,480,000 6.10

第一稀元素化学工業従業員持株
会　

大阪市中央区北浜４丁目４番９号 1,117,100 4.61

日本トラスティ・サービス信託銀
行株式会社（信託口）

東京都中央区晴海１丁目８番11号 957,300 3.95

岩谷産業株式会社 大阪市中央区本町３丁目６番４号 861,000 3.55

日本マスタートラスト信託銀行株
式会社（信託口）

東京都港区浜松町２丁目11番３号 843,900 3.48

井上　純子 大阪府高槻市 810,000 3.34

井上　　剛 大阪府高槻市 776,795 3.20

國部　智之 大阪府吹田市 667,700 2.75

日本トラスティ・サービス信託銀
行株式会社（信託口５）

東京都中央区晴海１丁目８番11号 421,500 1.74

中村　嘉代子 奈良県大和郡山市 420,000 1.73

計 ― 8,355,295 34.46

 

   (注) 上記の所有株式のうち、信託業務に係る株式数は、次のとおりであります。

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社(信託口) 957,300株

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 843,900株

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社(信託口５) 421,500株
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   2019年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限付株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限付株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 155,800
 

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 24,239,200
 

242,392 ―

単元未満株式 普通株式 5,000
 

― ―

発行済株式総数 24,400,000 ― ―

総株主の議決権 ― 242,392 ―
 

(注) 「単元未満株式」には当社所有の自己株式43株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

  2019年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

第一稀元素化学工業
株式会社

大阪市中央区北浜４丁目
４番９号

155,800 ― 155,800 0.64

計 ― 155,800 ― 155,800 0.64
 

 (注) 自己株式は、 2019年８月８日に実施いたしました譲渡制限付株式報酬としての自己株式処分により、32,764株

　　　減少しました。

 
２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において、役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(2019年７月１日から2019年

９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(2019年４月１日から2019年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2019年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 7,215,588 8,577,036

  受取手形及び売掛金 5,197,166 5,375,484

  有価証券 300,000 800,000

  製品 4,209,383 4,608,336

  仕掛品 2,740,381 2,263,792

  原材料及び貯蔵品 4,143,308 3,758,262

  その他 2,297,267 1,854,038

  流動資産合計 26,103,095 27,236,950

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 3,206,375 5,240,053

   機械装置及び運搬具（純額） 5,027,910 4,755,794

   土地 1,752,062 1,752,062

   建設仮勘定 3,285,828 3,669,458

   その他（純額） 602,305 565,010

   有形固定資産合計 13,874,482 15,982,380

  無形固定資産 355,068 1,135,810

  投資その他の資産 5,436,238 4,820,363

  固定資産合計 19,665,790 21,938,554

 資産合計 45,768,886 49,175,505

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 1,479,399 957,346

  短期借入金 1,200,000 1,200,000

  1年内返済予定の長期借入金 2,198,117 2,946,621

  未払法人税等 692,844 601,902

  賞与引当金 265,955 296,015

  その他 3,492,699 2,655,827

  流動負債合計 9,329,015 8,657,713

 固定負債   

  長期借入金 9,050,837 12,241,405

  退職給付に係る負債 1,051 1,112

  その他 122,767 124,649

  固定負債合計 9,174,656 12,367,167

 負債合計 18,503,672 21,024,880

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 787,100 787,100

  資本剰余金 1,104,864 1,121,672

  利益剰余金 25,114,615 26,049,105

  自己株式 △70,089 △57,901

  株主資本合計 26,936,490 27,899,976

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 189,561 181,148

  為替換算調整勘定 109,882 38,517

  退職給付に係る調整累計額 △24,730 △23,845

  その他の包括利益累計額合計 274,713 195,820

 非支配株主持分 54,010 54,827

 純資産合計 27,265,214 28,150,624

負債純資産合計 45,768,886 49,175,505
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

売上高 13,697,773 13,802,319

売上原価 9,457,854 9,815,750

売上総利益 4,239,919 3,986,569

販売費及び一般管理費 ※  1,996,023 ※  2,180,879

営業利益 2,243,895 1,805,689

営業外収益   

 受取利息 20,085 35,133

 受取配当金 9,136 13,550

 為替差益 84,899 －

 助成金収入 10,337 4,386

 その他 27,051 57,145

 営業外収益合計 151,509 110,215

営業外費用   

 支払利息 5,012 18,858

 為替差損 － 172,110

 持分法による投資損失 41,000 19,580

 支払手数料 16,500 －

 その他 3,465 1,868

 営業外費用合計 65,978 212,418

経常利益 2,329,427 1,703,487

特別損失   

 災害による損失 26,840 －

 固定資産除却損 38,951 5,275

 特別損失合計 65,791 5,275

税金等調整前四半期純利益 2,263,635 1,698,211

法人税、住民税及び事業税 694,856 561,830

法人税等調整額 △26,175 △18,479

法人税等合計 668,681 543,351

四半期純利益 1,594,954 1,154,859

非支配株主に帰属する四半期純利益 856 2,465

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,594,097 1,152,394
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

四半期純利益 1,594,954 1,154,859

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 29,304 △8,412

 為替換算調整勘定 △88,385 △73,012

 退職給付に係る調整額 5,889 884

 持分法適用会社に対する持分相当額 △587 0

 その他の包括利益合計 △53,778 △80,540

四半期包括利益 1,541,175 1,074,318

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 1,542,386 1,073,501

 非支配株主に係る四半期包括利益 △1,210 816
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 2,263,635 1,698,211

 減価償却費 1,024,121 1,070,071

 賞与引当金の増減額（△は減少） △45,586 30,066

 退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △17,767 △18,087

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 67 96

 受取利息及び受取配当金 △29,221 △48,683

 支払利息 5,012 18,858

 為替差損益（△は益） △23,184 54,246

 持分法による投資損益（△は益） 41,000 19,580

 売上債権の増減額（△は増加） 361,538 △131,945

 たな卸資産の増減額（△は増加） △1,702,541 458,637

 未払又は未収消費税等の増減額 127,985 253,969

 仕入債務の増減額（△は減少） △274,390 △696,819

 未払金及び未払費用の増減額（△は減少） 126,817 △316,017

 その他 △641,420 368,684

 小計 1,216,064 2,760,868

 利息及び配当金の受取額 29,200 48,622

 利息の支払額 △4,199 △19,568

 法人税等の支払額 △503,899 △649,218

 営業活動によるキャッシュ・フロー 737,166 2,140,703

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △1,845,301 △3,712,346

 無形固定資産の取得による支出 △42,176 △121,280

 長期前払費用の取得による支出 △33,396 △14,169

 投資有価証券の取得による支出 △4,733 △4,900

 貸付けによる支出 △1,000 △40,900

 貸付金の回収による収入 5,508 755

 子会社株式の取得による支出 △34,498 △109,360

 その他 △19,469 11,515

 投資活動によるキャッシュ・フロー △1,975,068 △3,990,686

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） 600,000 －

 長期借入れによる収入 4,000,000 5,000,000

 長期借入金の返済による支出 △800,987 △1,060,585

 配当金の支払額 △193,412 △217,660

 自己株式の取得による支出 △32 －

 財務活動によるキャッシュ・フロー 3,605,568 3,721,754

現金及び現金同等物に係る換算差額 5,238 △10,323

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,372,904 1,861,447

現金及び現金同等物の期首残高 5,372,725 7,515,588

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  7,745,630 ※  9,377,036
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

　　 　連結の範囲の重要な変更

　　 該当事項はありません。なお、第１四半期連結会計期間より、新たにDKK America Materials,Inc.を設立し、子

  会社としておりますが、重要性が乏しいため、連結の範囲及び持分法適用の範囲から除いております。

 
(会計方針の変更)

在外連結子会社において、第１四半期連結会計期間よりIFRS第16号「リース」を適用しております。当該会計基

準の適用にあたっては、経過措置として認められている、本基準の適用による累積的影響を適用開始日に認識する

方法を採用しております。

　当該会計基準の適用の結果、当第２四半期連結会計期間末の四半期連結貸借対照表において、無形固定資産が

729,806千円増加し、投資その他の資産が729,806千円減少しております。　

 
(四半期連結貸借対照表関係)

保証債務

連結会社以外の会社の金融機関からの借入に対し次のとおり債務保証を行っております。

 

前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2019年９月30日)

山東広垠廸凱凱新材料
有限公司

277,908千円
山東広垠廸凱凱新材料
有限公司

222,328千円

山東広垠廸凱凱環保科技
有限公司

114,652千円
山東広垠廸凱凱環保科技
有限公司

91,722千円

計 392,560千円 計 314,050千円
 

　

(四半期連結損益計算書関係)

※　販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
至　2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
至　2019年９月30日)

賞与引当金繰入額 104,997千円 89,939千円

退職給付費用 20,416 24,774 

研究開発費 465,664 468,619 
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
至　2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
至　2019年９月30日)

現金及び預金勘定 7,745,630千円 8,577,036千円

国内譲渡性預金(有価証券) － 800,000 

現金及び現金同等物 7,745,630 9,377,036 
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(株主資本等関係)

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間(自　2018年４月１日　至　2018年９月30日)

(1) 配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年６月21日
定時株主総会

普通株式 193,408 8.00 2018年３月31日 2018年６月22日 利益剰余金
 

 

(2) 基準日が当事業年度の開始の日から当第２四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生

日が当第２四半期連結会計期間の末日後となるもの

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年11月12日
取締役会

普通株式 241,760 10.00 2018年９月30日 2018年12月３日 利益剰余金
 

 
Ⅱ　当第２四半期連結累計期間(自　2019年４月１日　至　2019年９月30日)

(1) 配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月25日
定時株主総会

普通株式 217,904 9.00 2019年３月31日 2019年６月26日 利益剰余金
 

 

(2) 基準日が当事業年度の開始の日から当第２四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生

日が当第２四半期連結会計期間の末日後となるもの

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年11月14日
取締役会

普通株式 242,441 10.00 2019年９月30日 2019年12月２日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社グループは、化学工業製品の製造及び販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
至　2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
至　2019年９月30日)

１株当たり四半期純利益 65円94銭 47円58銭

　(算定上の基礎)   

　　親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 1,594,097 1,152,394

　　普通株主に帰属しない金額(千円) － －

　　普通株式に係る親会社株主に帰属する
　　四半期純利益(千円)

1,594,097 1,152,394

　　普通株式の期中平均株式数(株) 24,176,108 24,220,926
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

2019年11月14日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ) 中間配当による配当金の総額……………………242,441千円

(ロ) １株当たりの金額…………………………………10円00銭

(ハ) 支払請求の効力発生日及び支払開始日…………2019年12月２日

(注)　2019年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2019年11月14日

第一稀元素化学工業株式会社

取締役会  御中

　

EY新日本有限責任監査法人
 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 内　　田　　　　　聡 印

 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 入　　山　　友　　作 印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている第一稀元素化学

工業株式会社の2019年４月１日から2020年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(2019年７月１日から

2019年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(2019年４月１日から2019年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・

フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、第一稀元素化学工業株式会社及び連結子会社の2019年９月30日現

在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に

表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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